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［
南
信
署
］
近
年
、
伊
那
谷
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
食
害
が
増
大
し
て
お
り
、
高
山
帯
に
ま

で
拡
大
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
高
山
帯
で
生
息
す
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ

も
つ
い
ば
み
、
登
山
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
お
花
畑
の
高
山
植
物
も
食
害
さ
れ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
が
あ
ま
り
食
べ
な
い
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ

ば
か
り
が
目
立
つ
お
花
畑
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
「
花
の
仙
丈
」
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

に
危
機
感
を
抱
い
て
き
た
当
署
で
は
、
昨
年
の

九
月
に
設
立
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協

議
会
（
会
長
・
伊
那
市
長
）
と
協
働
し
、
八
月

七
日
か
ら
九
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
三
十
名
が

参
加
し
、
仙
丈
ヶ
岳
周
辺
（
馬
の
背
付
近
）
の

お
花
畑
に
、
三
箇
所
合
わ
せ
て
長
さ
約
三
三
〇

㍍
、
約
〇
・
二
㌶
の
柵
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
〇
〇
〇
㍍
級
の
南
ア
ル
プ
ス
に
お

け
る
初
の
試
み
で
あ
り
、
風
雪
や
温
度
変
化
な

ど
の
影
響
に
つ
い
て
は
未
知
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
設
置
に
当
た
っ
て
は
、「
ポ
ー
ル
・
ネ
ッ

ト
な
ど
を
全
部
残
す
タ
イ
プ
」、「
ネ
ッ
ト
だ
け

を
撤
去
す
る
タ
イ
プ
」、「
全
部
を
撤
去
す
る
タ

イ
プ
」
の
三
タ
イ
プ
に
分
け
、
冬
期
間
の
防
護

柵
に
対
す
る
風
雪
の
影
響
も
調
査
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
は
、
従
来
の
ス
テ

ン
レ
ス
の
タ
イ
プ
に
比
べ
、
持
ち
運
び
が
容
易

な
よ
う
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
ネ
ッ
ト
に
ス
テ
ン

レ
ス
を
編
み
こ
ん
だ
も
の
で
、
軽
く
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
も
噛
み
切
ら
れ
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
色
は
、
信
大
農
学
部
の
竹

田
助
教
（
農
作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
の
指
導
も
仰
ぎ
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど

の
動
物
に
も
視
認
性
を
良
く
す
る
た
め
オ
レ
ン

ジ
色
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
者
へ
設
置
目

的
を
知
ら
せ
る
看
板
も
設
置
し
ま
す
。

　

八
月
七
日
、
防
護
柵
の
設
置
に
先
立
ち
北
沢

峠
に
お
い
て
発
足
式
を
行
い
、
伊
那
市
長
と
南

信
署
長
の
「
花
畑
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
」
と

の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
仙
丈
ヶ
岳
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
ろ
に
は
全
員
が
現
地
に
集
合
し
、
流

域
管
理
調
整
官
の
全
体
説
明
の
後
、
各
班
に
分

か
れ
設
置
を
開
始
し
ま
し
た
。
二
日
間
か
か
る

と
思
わ
れ
て
い
た
作
業
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
で
、
初
日
で
ほ
ぼ
完
成

へ
と
近
づ
き
ま
し
た
。
二
日
目
に
は
、
冬
期
対

策
の
補
強
な
ど
を
行
い
、
昼
過
ぎ
に
は
完
成

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
設
置
し

た
柵
を
見
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
達
成
感

一
杯
で
、「
こ
の
柵
の
設
置
に
よ
り
、
以
前
の

お
花
畑
に
戻
っ
て
欲
し
い
」
と
の
言
葉
を
口
々

に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
南
信
署
も
こ
の
声
に
応

え
る
た
め
、
今
後
も
柵
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
柵

の
増
設
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

 

［
富
山
署
］
七
月
十
三
日
、
連
合
と
や
ま
富
山

地
協
の
構
成
員
約
五
十
名
が
参
加
し
て
、
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿
い
の
天
狗
平
周
辺
で

貴
重
な
高
山
植
物
を
守
る
た
め
、
外
来
植
物
除

去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
作
業
は
富
山

地
協
か
ら
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
森

林
に
関
わ
る
作
業
を
行
い
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
り
実
施
し
た
も
の
で
、
昨
年
に
続
き
二
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
標
高
二
、三
〇
〇
㍍
の
天
狗
平
駐

車
場
に
集
合
し
、
県
自
然
保
護
協
会
の
講
師

か
ら
「
外
来
植
物
除
去
の
し
お
り
」
を
教
材

に
、
外
来
植
物
と
は
何
か
、
高
山
植
物
と
の
見

分
け
方
、
除
去
す
る
と
き
の
注
意
等
の
説
明
を

受
け
、
三
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
高
山
植
物
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
、
根
を
完
全
に
除
去
す
る
の
に

苦
労
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
講
師
の
指

導
に
よ
り
除
々
に
慣
れ
、
約
二
時
間
の
作
業
で

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
や
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
な
ど
約

三
、三
〇
〇
株
を
除
去
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
室
堂
平
を
散
策
し
な
が
ら
講
師
か
ら
、
地

名
や
植
物
名
の
由
来
や
植
生
の
生
育
環
境
の
厳

し
さ
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
十
五
日
に
は
、
名
古
屋
シ
テ
ィ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
隊
員
十
四
名
が
参
加
し
て
、
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿
い
の
大
観
台
か
ら
室
堂
に
か

け
て
外
来
種
除
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
愛
知
県
や
長
野
県
か
ら
の
参
加
者

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
疲
れ
も

見
せ
ず
熱
心
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
雄
大
な
立
山
連

峰
が
眺
望
で
き
、
室
堂
平
で
は
、
残
雪
の
上
を

歩
き
な
が
ら
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
連
れ
を
観
察

で
き
る
な
ど
、
参
加
者
は
満
足
そ
う
に
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

みんなでニホンジカから高山植物を守り
「花の仙丈」復活を！

外来植物除去作業を行う参加者

高
山
植
物
保
護
と

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

高
山
植
物
保
護
と

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

お
花
畑
の
復
元
を
目
指
し
て

　

〜
南
ア
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
護
柵
設
置
〜

貴
重
な
高
山
植
物
を
守
ろ
う
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［
南
信
署
］
管
内
に
広
が
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
森

林
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
長
野
県
の
策
定
す

る
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ

る
個
体
数
調
整
に
協
力
出
来
れ
ば
と
ワ
ナ
設
置

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

四
月
に
管
内
を
諏
訪
・
上
伊
那
・
下
伊
那
の

三
地
域
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
に
所
在
す
る
森
林
事

務
所
で
チ
ー
ム
を
結
成
し
捕
獲
計
画
の
検
討
を

重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
、
今
回
、
下
伊
那
チ
ー
ム

（
豊
丘
・
阿
智
・
上
村
・
和
田
・
大
鹿
の
各
森

林
事
務
所
）
が
県
・
市
町
村
・
猟
友
会
の
協
力

を
得
ら
れ
本
格
的
に
ワ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
八
日
、
下
伊
那
「
国
有
林
・
有
害

獣
ワ
ナ
捕
獲
」
チ
ー
ム
の
関
係
職
員
十
四
名
が

大
鹿
村
大
河
原
国
有
林
に
集
ま
り
チ
ー
ム
と
し

て
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
豊
丘
首
席
森

林
官
か
ら
取
組
の
趣
旨
や
昨
年
の
試
み
で
署
全

体
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
二
十
六
頭
の
捕
獲
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
大
鹿
森
林
官
か
ら

昨
年
の
経
験
を
踏
ま
え
三
種
類
の
ワ
ナ
の
仕
組

み
、
取
り
扱
い
方
、
仕
掛
け
る
場
所
の
選
び
方

等
を
学
び
、
猟
友
会
員
か
ら
実
技
指
導
を
受
け

実
際
に
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ナ
を
掛
け
る
練

習
を
し
ま
し
た
が
、
ワ
ナ
は
繊
細
な
た
め
苦
労

し
な
が
ら
も
設
置
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
職
員
は
自
分
た
ち
が
守
り
育
て
た
森
林

の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
取
り
組
み
、

十
一
個
の
ワ
ナ
を
設
置
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
下
伊
那
チ
ー
ム
は
設
置
・
見
回
り
を

チ
ー
ム
で
連
携
し
て
行
い
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
も
各
事
務
所
管
内
で
ワ
ナ
設
置
を
し
ま
す
。

ま
た
、
諏
訪
・
上
伊
那
チ
ー
ム
で
も
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

管
内
の
森
林
は
、
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
ニ

ホ
ン
ジ
カ
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
諏

訪
地
域
で
は
こ
こ
数
年
で
樹
木
の
皮
剥
き
・
食

圧
に
よ
る
被
害
が
広
が
り
、
ま
た
、
南
ア
ル
プ

ス
の
お
花
畑
で
は
豊
か
な
草
花
が
単
一
種
の
植

生
に
変
化
す
る
な
ど
観
光
産
業
を
含
め
地
域
の

大
き
な
懸
案
事
項
に
な
っ
て
い
ま
す
。
山
小
屋

関
係
者
か
ら
も
「
十
年
、
二
十
年
前
の
お
花
畑

を
知
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
か
ら
花
の
見
頃
を
聞

か
れ
、
シ
カ
の
食
害
に
よ
り
以
前
と
様
変
わ
り

し
た
様
子
を
伝
え
る
の
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
」

と
の
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
捕
獲
数
的
に
は

小
さ
な
取
組
で
は
あ
り
ま
す
が
、
豊
か
で
美
し

い
森
林
を
取
り
戻
す
た
め
、
さ
ら
に
地
域
と
連

携
し
、
種
々
の
シ
カ
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
・
岐
阜
署
］
霊
峰
御
嶽
山
を
管
理
す

る
木
曽
署
・
岐
阜
署
は
、
八
月
十
二
日
、
飛
騨

頂
上
五
の
池
周
辺
に
お
い
て
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
快
晴
の
中
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
（
森
林
保
護
員
）、
木
曽
、
岐
阜
署

関
係
者
七
名
が
参
加
し
、
登
山
者
へ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
高
山
植
物
等
保
護
へ

の
協
力
に
つ
い
て
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
三
の
池
の
登
山
道
に
は
高
山
植
物
保

護
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
お

り
、
古
く
な
っ
た
ロ
ー
プ
の
張
り
替
え
や
新
た

な
進
入
禁
止
ロ
ー
プ
の
設
置
、
立
入
禁
止
看
板

を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
森
林
保
全
活
動
も
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
嶽
山
登
山
シ
ー
ズ
ン
は
「
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」
を
配
置
し
御
嶽
山
に

お
け
る
き
め
細
か
な
森
林
保
全
活
動
（
ゴ
ミ
の

投
棄
、
森
林
へ
の
踏
み
荒
ら
し
、
高
山
植
物
の

摘
み
取
り
、
登
山
道
荒
廃
な
ど
の
防
止
）
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
両
署
の
連

携
を
強
化
し
、
御
嶽
山
一
帯
を
共
通
の
意
識
を

持
っ
て
保
護
・
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

 

［
中
信
署
］
七
月
十
七
日
、
間
伐
作
業
を
効
率

的
に
実
施
す
る
た
め
、
路
網
と
高
性
能
林
業
機

械
を
組
み
合
わ
せ
た
「
低
コ
ス
ト
・
高
効
率

作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
現
地
検
討
会
を
当
署
管
内

の
湯
川
国
有
林
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
請
負
事
業
実
行
中
の
林
業
事
業
体

や
民
間
事
業
体
と
、
各
署
の
実
務
を
担
当
す
る

職
員
等
総
勢
三
十
一
名
が
参
加
し
、
ス
イ
ン
グ

ヤ
ー
ダ
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
の
高

性
能
林
業
機
械
に
よ
る
作
業
仕
組
等
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

シカワナ設置方法を説明する大鹿森林官

登山者にパンフレットを配付する参加者

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲

　
　

本
格
実
施
は
じ
ま
る

　
　
　
　

〜
始
動
〜
ワ
ナ
捕
獲
チ
ー
ム

長
野
・
岐
阜
両
県
協
働
し
て

　
　

御
嶽
山
森
林
保
全
合
同

　
　
　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
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参
加
者
か
ら
は
現
地
の
状
況
に
即
し
た
路
網

整
備
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
や
、
採
材
方
法
な

ど
に
つ
い
て
意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
翌
日
に
は
、
森
林
整
備
部
長
及
び

局
販
売
課
の
担
当
者
と
各
署
の
実
務
担
当
職
員

と
の
打
合
せ
・
意
見
交
換
等
、
局
全
体
で
低
コ

ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

低
コ
ス
ト
で
高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導

入
及
び
普
及
は
、
林
業
経
営
の
復
活
と
と
も
に

地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
対
策
を
推
進
す

る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
局
管
内
の
各

署
で
現
地
に
適
合
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の
試
行

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
署
と
し
て
も
、
管
内
の
状
況
に
即
し
た

「
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
」
を
確

立
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
八
月
一
日
、
当
署
に
お
い
て
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
け
ち
」
の
早

川
正
人
理
事
長
と
東
濃
署
の
鶴
田
署
長
に
よ
る

「『
青
川
源
流
の
森
』
に
お
け
る
保
全
・
整
備
等

の
活
動
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
十
五
年
に
制
度
化
さ
れ

た
「
国
有
林
内
に
お
け
る
民
間
団
体
の
多
様
な

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
協
定
」
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
け
ち
」
か
ら
の
森

林
整
備
や
自
然
散
策
等
を
通
じ
て
、
地
元
の
森

林
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
強
い
要
望
を
踏
ま
え
、
面
積
約
六
五
〇
㌶

の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
内
の
協
定

区
域
で
あ
る
付
知
峡
自
然
休
養
林
や
木
曽
ヒ
ノ

キ
備
林
を
中
心
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
け
ち
」
が
主
体

と
な
っ
て
、
遊
歩
道
や
案
内
標
識
の
整
備
、
自

然
観
察
や
体
験
林
業
な
ど
様
々
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
児
童
・
生
徒
の
指
導
者
で
あ

る
教
職
員
の
方
々
に
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る

知
識
を
深
め
、
総
合
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
等
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

「
森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会
」
を
、
中
部

森
林
管
理
局
管
内
の
各
地
域
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

◆
木
曽
地
域

 ［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

八
月
四
日
、
木
曽
郡
上
松
町
「
赤
沢
自
然
休

養
林
」
に
お
い
て
長
野
県
（
木
曽
地
方
事
務

所
）
共
催
に
よ
る
、
木
曽
地
域
の
小
・
中
学
校

の
教
職
員
を
対
象
と
し
た
森
林
・
林
業
体
験
学

習
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
休
養
林
屈
指
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
美

林
「
奥
千
本
」
ま
で
、
往
復
二
時
間
三
十
分
の

行
程
を
歩
き
、
ヒ
ノ
キ
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林

に
つ
い
て
の
学
習
や
休
養
林
内
の
植
物
の
自
然

観
察
を
行
い
、
午
後
は
、
間
伐
の
必
要
性
、
熊

被
害
の
現
状
等
説
明
を
し
た
後
、
ヒ
ノ
キ
人
工

林
内
で
の
間
伐
作
業
を
実
施
し
、
ロ
ー
プ
や
木

廻
し
を
使
用
し
た
伐
倒
作
業
や
伐
倒
木
の
枝
払

い
、
玉
切
り
、
集
積
作
業
等
、
慣
れ
な
い
作
業

に
先
生
方
は
大
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

木
曽
地
域
の
研
修
会
は
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
四
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

リ
ピ
ー
タ
ー
の
先
生
方
も
お
り
、
地
域
の
学
校

の
間
で
も
か
な
り
定
着
し
て
き
た
と
実
感
で
き

る
研
修
会
で
し
た
。

◆
愛
知
県
瀬
戸
市
［
名
古
屋
事
務
所
］

　
　
「
先
生
も
勉
強
し
ま
す
」

　
　
　
　
　
　

〜
森
林
環
境
教
育
研
修
会
〜

　

八
月
六
日
、
瀬
戸
市
の
小
学
校
教
職
員
を
対

象
に
、
森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
森
林
・
林
業
の
大

切
さ
、
厳
し
さ
や
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の

楽
し
さ
を
経
験
し
、
学
校
の
授
業
等
に
活
か
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
瀬
戸
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
募
集

に
よ
り
十
六
名
の
先
生
が
間
伐
体
験
や
ネ
ー

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
午
前

中
は
「
国
有
林
の
概
要
」、「
美
し
い
森
林
づ
く

り
」、
ま
た
、
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

や
ふ
れ
あ
い
講
座
な
ど
「
名
古
屋
事
務
所
の
取

組
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
資
料
等
で
プ
レ

スイングヤーダによる集材作業

間伐作業体験の様子（木曽地域）

協定締結を終えて（早川理事長と鶴田署長）

教
職
員
研
修
会
を
実
施

教
職
員
を
対
象
と
し
た

　

森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会
を
開
催
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ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
間
伐
に
つ
い
て
説
明
し
、
炎
天
下

の
中
、
間
伐
体
験
で
大
汗
を
流
し
ま
し
た
。
午

後
は
一
転
、
激
し
い
雷
雨
と
な
り
、
屋
内
で
愛

知
県
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
会
長
の
青
山
裕

子
氏
に
よ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
実
践
」

と
し
て
「
自
分
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
の

気
づ
き
」
や
「
相
手
の
状
態
や
テ
ー
マ
に
合
わ

せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
『
フ
ロ
ー
ラ
ー
ニ

ン
グ
』
」
な
ど
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学

び
ま
し
た
。
雷
雨
に
よ
る
急
な
内
容
の
変
更
で

し
た
が
、
青
山
氏
の
対
象
者
や
状
況
を
考
え
た

分
か
り
や
す
い
指
導
に
よ
り
、
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
を
通
し
て
、
先
生
方
か
ら
は
「
森
林
の

手
入
れ
が
こ
ん
な
に
も
大
変
だ
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」、「
早
速
、
学
校
の
授
業
に
取
り
入
れ

た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
締
め
括

り
の
意
見
交
換
で
も
あ
ま
り
の
熱
心
さ
に
予
定

時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
松
本
地
域

 

［
指
導
普
及
課
］
八
月
七
日
、
松
本
市
「
美
ヶ

原
高
原
」
に
お
い
て
、
松
本
地
域
の
小
・
中
学

校
の
先
生
方
を
対
象
と
し
た
森
林
・
林
業
体
験

学
習
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
中
信
署
松
本
森
林
事
務
所
森
林
官
に

よ
る
管
内
の
国
有
林
や
美
ヶ
原
高
原
の
概
要

等
の
説
明
、
共
催
者
で
あ
る
長
野
県
松
本
地

方
事
務
所
の
普
及
係
長
か
ら
美
ヶ
原
高
原
周
辺

に
お
け
る
県
の
事
業
や
森
林
税
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
動
植
物
の
観
察

を
行
い
ま
し
た
が
、
標
高
二
、〇
〇
〇
㍍
の
高

原
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
高
山
植
物
の
花
々
に

参
加
さ
れ
た
先
生
方
は
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

先
生
方
は
午
後
に
入
り
、
間
伐
作
業
と
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
製
を
体
験
し
、
伐
採
作
業

で
は
、
慣
れ
な
い
作
業
に
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
「
間
伐

作
業
は
、
普
段
で
は
全
く
体
験
で
き
な
い
も
の

で
、
有
意
義
で
と
て
も
貴
重
な
体
験
」「
木
や

森
を
育
て
る
大
変
さ
や
手
入
れ
を
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
実
感
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
製
で
は
、

先
生
方
全
員
が
童
心
に
か
え
っ
て
、「
子
供
た

ち
に
見
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
な
が
ら
、
素
晴

ら
し
い
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
先
生
方
か
ら
「
今
回
の
研
修
会
で

体
験
し
た
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
た
い
。
体

験
さ
せ
た
い
」、「
出
前
授
業
（
森
林
教
室
）
を

お
願
い
し
て
み
た
い
」
と
の
声
も
あ
り
、
今

後
、
学
校
で
の
授
業
や
野
外
学
習
等
、
様
々
な

機
会
を
通
じ
、
森
林
や
自
然
の
大
切
さ
や
、
研

修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
多
く
の
子
供
た
ち
に

伝
え
、
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

◆
伊
那
地
域

 ［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

八
月
八
日
、
南
信
署
管
内
の
手
良
沢
山
国
有

林
及
び
伊
那
市
の
信
州
大
学
演
習
林
に
お
い

て
長
野
県
（
上
伊
那
地
方
事
務
所
）
共
催
に
よ

る
、
森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会
を
上
伊
那

地
域
の
小
・
中
学
校
の
先
生
方
を
対
象
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
上
伊
那
地
方
事
務
所
林
務
課
か

ら
管
内
の
シ
カ
対
策
、
伊
那
森
林
事
務
所
森
林

官
か
ら
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ヒ
ノ
キ
造
林

地
に
お
い
て
除
伐
Ⅱ
類
作
業
に
つ
い
て
の
説
明

及
び
安
全
指
導
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に
よ
る

除
伐
Ⅱ
類
作
業
体
験
を
行
い
、
午
後
は
、
信
大

農
学
部
小
林
准
教
授
に
よ
る
「
植
物
の
光
合
成

と
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
」
と
い
う
題
目
で

講
義
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

大
変
中
身
の
濃
い
充
実
し
た
内
容
に
、
参
加
さ

れ
た
先
生
方
は
大
変
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

伊
那
地
域
で
の
開
催
は
初
め
て
で
し
た
が
、

来
年
度
以
降
の
継
続
開
催
に
向
け
て
更
に
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

間伐体験の説明、デモンストレーションの様子
（瀬戸市）

自然観察中、植物の説明に聞き入る先生方（松本地域）

伊那森林官よりシカ罠の説明（伊那地区）
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［
富
山
署
］
七
月
七
日
、
職
場
体
験
学
習
で
上

市
町
役
場
に
実
習
体
験
し
て
い
た
富
山
県
上
市

町
立
上
市
中
学
校
二
年
生
三
名
が
、
役
場
職
員

の
引
率
に
よ
り
、
白
萩
川
流
域
の
治
山
現
場
を

見
学
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
須
永
片
貝
治
山

事
業
所
主
任
か
ら
富
山
署
の
概
要
や
業
務
内
容

を
説
明
し
た
後
、
治
山
事
業
の
目
的
や
え
ん
堤

工
（
床
固
工
）
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

説
明
後
に
生
徒
か
ら
、「
工
事
費
が
億
円
？
」、

「
え
ん
堤
は
、
ど
う
や
っ
て
造
る
の
」、「
川
の

流
れ
は
、
ど
う
や
っ
て
変
え
る
の
」
な
ど
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
、
治
山
事
業
に
対
し
大
き
な

関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
腹
工
事

の
現
場
で
は
、
高
所
法
面
掘
削
機
に
よ
る
法
面

掘
削
を
行
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
機
械
や
作
業
に
生
徒
や
同
行
の
役
場
職

員
も
興
味
深
そ
う
に
見
学
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
生
徒
か
ら
「
富
山
森
林
管
理

署
と
い
う
役
所
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と

の
声
が
あ
っ
た
の
で
、「
上
市
町
の
森
林
の
内

三
十
八
㌫
が
国
有
林
で
、
富
山
署
が
管
理
し
て

い
る
こ
と
も
覚
え
て
お
い
て
ね
」
な
ど
と
話
を

し
、
治
山
現
場
の
見
学
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
十
分
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
国
有
林
・
富
山
署
を
知
ら
な
い
生
徒
が

い
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
不
足
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
見
学
会
な
ど
を
通
じ

て
署
、
治
山
事
業
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
中
信
署
］
七
月
十
日
、
梅
雨
の
晴
れ
間
の

中
、
当
署
と
本
郷
小
学
校
の
間
で
協
定
を
結
ん

で
い
る
「
遊
々
の
森
（
ど
す
こ
い
山
）
」
で
五

年
生
三
ク
ラ
ス
児
童
（
七
十
三
名
）
に
よ
る
下

刈
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
主
催

者
と
し
て
松
本
市
、
中
信
署
、
本
郷
地
区
山
づ

く
り
推
進
連
絡
協
議
会
、
そ
し
て
本
郷
地
区
財

産
区
の
方
々
等
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加

さ
れ
、
総
勢
一
一
二
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
、
田
中
署
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
行

い
、
次
い
で
松
本
森
林
事
務
所
森
林
官
が
鎌
で

の
下
草
の
刈
り
払
い
方
及
び
安
全
作
業
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
三
ク
ラ
ス

七
十
三
名
を
十
八
班
に
分
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
各
班
の
指
導
役
と
な
り
、
植
栽
し
た

広
葉
樹
（
コ
ナ
ラ
・
ク
リ
）
の
周
り
の
雑
草
・

灌
木
の
下
刈
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
鎌
を
使
用

す
る
の
が
初
め
て
の
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
教

わ
り
一
緒
に
下
刈
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

下
刈
作
業
終
了
後
は
、
有
明
・
松
本
森
林
事

務
所
森
林
官
に
よ
る
森
林
教
室
が
ク
イ
ズ
形

式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
解
者
に
は
、
森
林
官

が
作
製
し
た
ド
ン
グ
リ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
用
意

さ
れ
て
い
た
の
で
争
奪
戦
と
な
り
、
優
勝
し
た

児
童
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
う
れ
し
そ
う
に
首
に

飾
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
郷
地
区
山
づ

く
り
推
進
連
絡
協
議
会
長
さ
ん
か
ら
作
業
に
対

す
る
感
想
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
最
後
に
本
郷
小

学
校
の
児
童
を
代
表
し
て
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
高
力
君
は
、「
下
刈
作
業

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
の
役
に
立
て
た

い
」、
同
じ
く
唐
沢
さ
ん
は
、「
保
育
園
の
時
山

火
事
が
あ
り
山
に
木
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
皆
の
力
で
山
に
木
が
戻
り
、
今
日
は
故

郷
の
山
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
嬉
し

い
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
七
月
十
五
日
、
上
松
中
学
校
三
年

生
の
生
徒
約
五
十
名
が
、
上
松
中
学
校
分
収
造

林
地
で
除
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

企
画
に
つ
い
て
は
、
事
前
準
備
か
ら
当
日
の

技
術
指
導
ま
で
、
木
曽
署
職
員
と
上
松
町
役
場

職
員
及
び
中
学
校
の
先
生
方
が
協
力
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
当
日
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
連
絡
体

制
、
三
十
分
毎
に
水
分
補
給
の
た
め
の
休
憩
、

蜂
刺
さ
れ
や
熱
中
症
等
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

し
た
。

　

現
地
は
、
ヒ
ノ
キ
造
林
地
に
マ
ル
バ
ノ
キ
や

シ
ロ
モ
ジ
等
の
灌
木
が
覆
い
茂
っ
て
お
り
、
初

め
は
そ
れ
ら
を
か
き
分
け
て
林
内
に
入
る
こ
と

を
と
ま
ど
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、
作
業
が
進

む
に
つ
れ
、
林
内
が
整
備
さ
れ
て
い
く
様
子
を

見
て
、
次
第
に
夢
中
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
防
蜂
網
を
か
ぶ
り
、
鋸
を
腰
に
提
げ

た
生
徒
た
ち
は
、
暑
さ
に
負
け
そ
う
に
な
り
な

が
ら
も
作
業
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

説明に聞き入る中学生

クイズに答えてよ

中
学
校
の
生
徒
が
治
山
現
場
を
見
学

本
郷
小
学
校
児
童
が
「
遊
々
の
森

（
ど
す
こ
い
山
）」
で
森
林
整
備

上
松
中
学
校
分
収
造
林
地
で

除
伐
作
業
を
実
施
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こ
の
造
林
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
上
松
中

学
生
に
よ
る
下
刈
作
業
等
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
日
常
生
活
で
は

経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
と
な

り
、
森
林
づ
く
り
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
大
切
さ
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
森
林
を
学
校
教
育
の
た
め
の

場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
地
元
自
治
体
・
教
育
機
関
等
と
連
携

し
た
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

［
飛
騨
署
］
飛
騨
高
山
高
校
で
は
、
毎
年
夏
休

み
を
利
用
し
地
域
の
企
業
等
の
協
力
を
得
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お
り
、
当
署
に

は
環
境
科
学
科
の
生
徒
五
名
が
七
月
二
十
八
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
四
日
間
実
習
に
訪
れ
、

国
有
林
の
様
々
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
有
林
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
入
庁
希
望
を
増
や
す
良
い
機
会

と
捉
え
、
極
力
現
場
等
の
仕
事
を
体
験
し
て
も

ら
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
お
り
、
今
年
も

治
山
事
業
、
造
林
事
業
の
ほ
か
、
環
境
保
全
と

し
て
乗
鞍
岳
の
取
組
や
財
産
の
管
理
と
し
て
境

界
測
量
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

造
林
で
は
、
間
伐
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
実
技
に
加

え
、
下
刈
鎌
の
研
ぎ
方
と
作
業
を
体
験
。
甲
森

林
事
務
所
上
席
森
林
官
か
ら
の
指
導
に
「
研
ぎ

方
、
刈
り
方
で
太
い
も
の
も
よ
く
切
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
参
加
し
た
生
徒
は
、
八
月
二
日

に
高
山
市
内
の
施
設
で
行
わ
れ
た
夏
休
み
親
子

教
室
「
飛
騨
の
樹
木
で
昆
虫
＆
ミ
ニ
動
物
づ
く

り
」
に
も
参
加
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
行

事
も
参
加
者
が
大
幅
に
増
え
、
約
五
十
名
の
親

子
を
相
手
に
大
西
ふ
れ
あ
い
係
長
、
反
中
技
術

専
門
官
た
ち
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

学
ん
だ
木
工
ク
ラ
フ
ト
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
校
は
技
術
交
流
発
表
会
に
参
加
す

る
等
国
有
林
へ
の
積
極
的
な
関
わ
り
が
あ
り
、

担
当
さ
れ
た
穂
波
輝
樹
先
生
か
ら
は
「
生
徒
の

間
か
ら
、
勉
強
し
て
国
有
林
を
受
験
し
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
た
」
と
の
お
話
が

あ
る
な
ど
、
国
有
林
と
の
つ
な
が
り
は
ま
す
ま

す
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
七
月
二
十
八
日
、
黒
河
内
国
有
林

の
大
阿
原
湿
原
で
、
上
伊
那
農
業
高
校
緑
地
工

学
科
の
二
年
生
三
十
四
名
が
木
道
整
備
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
将
来
の
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」

の
担
い
手
と
な
り
得
る
生
徒
た
ち
に
、
湿
原
の

整
備
活
動
を
通
し
て
自
然
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
も
ら
お
う
と
、
当
署
が
同
校
か
ら
の
体
験
活

動
の
要
望
に
応
え
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

大
阿
原
湿
原
は
、
本
州
最
南
端
に
位
置
す
る

高
層
湿
原
で
、
毎
年
多
く
の
人
々
が
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
や
自
然
観
察
で
訪
れ
る
場
所
で
、
当
署
で

は
、
こ
の
貴
重
な
湿
原
を
守
る
た
め
に
、
昭
和

四
十
年
代
か
ら
木
道
の
整
備
や
、
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
プ
の
設
置
等
の
保
護
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
黒
河
内
森
林
事
務
所
森
林
官
を
は

じ
め
六
名
の
職
員
に
よ
る
指
導
で
、
湿
原
を
周

回
す
る
歩
道
の
中
で
、
地
面
が
ぬ
か
る
ん
だ

り
、
洗
わ
れ
て
歩
き
に
く
く
な
っ
た
箇
所
に
、

カ
ラ
マ
ツ
の
丸
太
と
板
を
組
み
合
わ
せ
て
新
た

な
木
道
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
付
き
で
釘
打
ち

や
材
料
切
り
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、

湿
原
を
訪
れ
る
人
々
が
安
全
に
散
策
で
き
る
木

道
を
作
ろ
う
と
、
汗
を
拭
い
な
が
ら
懸
命
に
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
校
生
徒
に
よ
る
大
阿
原
湿
原
の
木
道
整
備

作
業
は
、
今
回
で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。
当
署

で
は
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
に
向
け
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
も
継
続
的
に

対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

懸命に作業に取り組む生徒たち

夢中になって除伐作業をする生徒

生徒に刃物の指導をする武田森林官

国
有
林
の
仕
事
に
魅
力

高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
の

　
　
　
　
　
　

担
い
手
育
成
に
向
け
て

　
　

 

〜
地
元
林
業
高
校
生
徒
の
受
入
れ
〜
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［
北
信
署
］
七
月
六
日
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長

野
県
支
部
の
六
十
一
名
が
戸
隠
山
国
有
林
に
設

定
さ
れ
て
い
る
「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
森
」
で

下
刈
作
業
を
行
い
、
当
署
か
ら
も
職
員
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

同
森
林
は
、
平
成
元
年
か
ら
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
長
野
県
支
部
が
、「
森
林
の
管
理
を
通
じ

て
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
勤
労
の
大
切
さ
を
知

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
ブ
ナ
等
の
広
葉
樹
を
植

栽
後
、
下
刈
、
枝
払
作
業
を
体
験
林
業
と
し
て

続
け
て
い
ま
す
。
作
業
開
始
前
に
村
松
署
長

か
ら
森
林
育
成
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
効
果
的

で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
、「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
」
の
前
日
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
作
業

意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
標
高
一
、二
〇
〇
㍍
に
あ
る
作
業

地
で
も
厳
し
い
暑
さ
に
な
り
ま
し
た
。
ス
カ

ウ
ト
た
ち
は
、
最
初
は
怖
々
と
鎌
や
鋸
を
手
に

雑
草
を
刈
っ
た
り
枝
切
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
作
業
に
慣
れ
、
二
時
間
後
に
は
先

輩
か
ら
引
き
継
い
だ
森
林
は
、
そ
よ
風
が
吹
き

抜
け
る
爽
や
か
な
森
林
に
な
り
ま
し
た
。 

　

後
日
、
ス
カ
ウ
ト
た
ち
か
ら
作
業
後
に
作
製

し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
が
、
感
謝
の
言
葉
と
と
も

に
当
署
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

 
［
岐
阜
署
］
八
月
八
日
の
「
ぎ
ふ
山
の
日
」
に

関
連
し
て
、
下
呂
市
主
催
の
「
げ
ろ
山
の
日
イ

ベ
ン
ト
」
が
、
岐
阜
県
下
呂
市
四
美
に
あ
る
皇

樹
の
森
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
小
学
校
の
児
童

や
、
二
年
前
の
全
国
植
樹
祭
の
参
加
者
等
を
対

象
に
「
木
と
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
署
も
「
木
の
持

つ
楽
し
さ
」
を
実
際
に
物
を
作
る
こ
と
に
よ
り

感
じ
て
も
ら
お
う
と
参
加
し
て
き
ま
し
た
。　

　

当
日
は
猛
暑
の
中
、
約
六
十
名
の
親
子
連
れ

が
森
林
管
理
署
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
も
、
様
々
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、
中
に
は
思
わ
ず
親
が
手
伝
い
、
そ
の

ま
ま
親
が
夢
中
に
な
っ
て
作
品
を
仕
上
げ
た

り
、
公
園
や
、
森
な
ど
の
空
間
を
見
事
に
作
り

出
す
な
ど
、
周
り
で
見
て
い
た
職
員
も
感
心
す

る
ほ
ど
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
子
も
い
ま
し

た
。

　

こ
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
通
じ
て
、
木
の

持
つ
ぬ
く
も
り
や
、
利
便
性
な
ど
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
、
木
材
の
生
み
の
親
で
あ
る
、
森
林

に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

 

［
東
濃
署
］
八
月
十
四
日
、
中
津
川
市
付
知
町

に
あ
る
道
の
駅
「
花
街
道
付
知
」
に
お
い
て

「
第
二
八
回
つ
け
ち
夢
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

当
署
か
ら
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
お
盆
の
時
期
に
帰
省
し

た
町
民
と
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
署
も
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
と

地
元
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
少
し
雲
が
か
か
っ
た
り
小
雨
が
ぱ
ら

つ
い
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
全
般
的
に
晴
れ
、

蒸
し
暑
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
三
十
張
り
ほ
ど
の
テ
ン
ト
に
地
元

の
特
産
品
販
売
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々

な
ブ
ー
ス
が
軒
を
連
ね
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

当
署
が
設
け
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
製
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
自
分
用
や
土
産
用
に
と
注
文
が
相

次
ぎ
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
で
は
、
子
供
た
ち

が
様
々
な
大
き
さ
の
木
片
を
真
剣
な
表
情
で
貼

り
合
わ
せ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　

他
に
も
山
の
仕
事
や
治
山
に
関
す
る
パ
ネ
ル

ク
イ
ズ
で
は
、
回
答
に
悩
む
子
供
に
職
員
が
ヒ

ン
ト
を
出
し
、
正
解
が
解
る
と
う
れ
し
そ
う
な

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。　

　

今
回
新
た
に
加
え
た
、
子
供
を
対
象
と
し
た

丸
太
切
り
体
験
は
、
切
っ
た
輪
切
り
を
秤
に
乗

せ
、
予
想
し
た
重
さ
と
一
致
す
る
と
景
品
が
も

ら
え
る
と
い
う
方
式
で
行
い
、
予
想
が
当
た
る

と
周
囲
で
見
守
っ
て
い
た
家
族
か
ら
は
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

作業後は森林も参加者もスッキリ

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

私
た
ち
の
森
林
を
育
て
る

　
「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
森
」
の
下
刈

作製した木工クラフトを持って

パネルを見て森林のクイズに挑戦する子供たち

げ
ろ
山
の
日
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

「
第
二
八
回
つ
け
ち
夢
ま
つ
り
開
催
」
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［
飛
騨
署
］
関
越
自
動
車
道
の
関
越
ト
ン
ネ
ル

（
十
一
・
〇
五
㌔
㍍
）
に
次
ぎ
日
本
で
二
番
目

に
長
い
飛
騨
ト
ン
ネ
ル
（
十
・
七
㌔
㍍
）
が
七

月
五
日
に
開
通
し
、
高
山
市
と
白
川
村
の
所
要

時
間
が
約
一
時
間
短
縮
さ
れ
て
四
十
分
程
と
な

り
、
村
民
の
夢
で
あ
っ
た
白
川
村
か
ら
高
山
の

高
校
へ
バ
ス
通
学
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
通
に
伴
い
世

界
遺
産
で
あ
る
合
掌
集
落
へ
の
観
光
客
が
大
幅

に
増
え
、
心
配
さ
れ
た
旧
国
道
沿
い
の
平
瀬
温

泉
の
活
性
化
も
見
ら
れ
る
な
ど
時
間
短
縮
の
効

果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
五
日
、
白
川
村
の
議
会
が
要
請
行
動
に

来
署
さ
れ
、
小
坂
議
長
を
始
め
と
し
た
全
議
員

と
谷
口
村
長
ほ
か
村
担
当
者
、
さ
ら
に
は
地
区

選
出
の
中
村
、川
上
両
県
会
議
員
も
同
席
さ
れ
、

国
有
林
野
事
業
に
対
す
る
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

谷
口
村
長
か
ら
は
「
村
民
の
安
全
・
安
心

に
国
有
林
の
治
山
事
業
は
重
要
。
白
川
村
の

五
十
二
㌫
は
国
有
林
で
、
崩
壊
地
も
多
く
積
極

的
な
治
山
事
業
の
実
施
に
期
待
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

懇
談
の
中
で
は
大
白
川
の
白
山
・
大
白
川
自

然
休
養
林
の
更
な
る
活
用
や
、
白
川
村
が
防
除

に
取
り
組
ん
で
い
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

に
つ
い
て
国
有
林
と
も
連
携
し
て
い
く
等
の
話

が
出
さ
れ
る
な
ど
国
有
林
に
期
待
す
る
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
こ
う
い
っ
た
要
望
の
ほ
か
、
有
志

協
、
議
会
に
よ
る
国
有
林
視
察
な
ど
を
通
じ
、

地
域
の
要
望
を
さ
ら
に
把
握
し
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

挨拶する白川村谷口村長

林
野
庁
人
事
（
抄
）�

七
月
三
十
一
日
付

▽
退
職
（
南
信
森
林
管
理
署
長
）�

久
保
田　

廣

八
月
一
日
付

▽�

関
東
森
林
管
理
局
塩
那
森
林
管
理
署
長
（
中
信

森
林
管
理
署
長
）�
田
中　

昌
之

▽�

中
信
森
林
管
理
署
長
（
東
北
森
林
管
理
局
森
林

整
備
部
長
）�

下
平　
　

敦

▽�

南
信
森
林
管
理
署
長
（
東
北
森
林
管
理
局
庄
内

森
林
管
理
署
長
）�

 

竹
内
正
比
古

▽�

企
画
調
整
室
監
査
官
（
名
古
屋
事
務
所
副
所

長
）（
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
）�

中
島　

仁
司

▽�

計
画
部
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
（
森
林
総
合

研
修
所
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

�

川
添　

峰
夫

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
付
（
企
画
調
整
室
監
査
官

（
名
古
屋
事
務
所
副
所
長
））�

塚
腰　
　

進

中
部
森
林
管
理
局
人
事�

七
月
一
日
付

▽�

東
濃
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
付
（
関
東
森
林

管
理
局
森
林
整
備
部
販
売
課
企
画
係
長
）

�

菅
原　

章
代

八
月
一
日
付

▽�

森
林
整
備
部
森
林
整
備
課
設
計
指
導
官
（
東
濃

署
総
務
課
長
）�

小
瀨　

弘
一

▽�

北
信
森
林
管
理
署
長
野
森
林
事
務
所
首
席
森
林

官
事
務
代
理
解
除
（
北
信
署
業
務
課
長
）

�

谷
澤　

功
志

▽�

北
信
森
林
管
理
署
長
野
森
林
事
務
所
首
席
森
林

官
（
林
野
庁
国
有
林
野
部
職
員
・
厚
生
課
施
設

営
繕
班
労
務
厚
生
係
長
）�

白
木　
　

智

▽�

東
信
森
林
管
理
署
付
（
森
林
整
備
課
設
計
指
導

官
）�

木
島　

通
雄

▽�

東
濃
森
林
管
理
署
総
務
課
長
（
林
野
庁
国
有
林

野
部
職
員
・
厚
生
課
給
与
・
手
当
班
給
与
管
理

係
長
）�

長
瀨　
　

貢

▽�

林
野
庁
出
向
（
林
政
部
経
営
課
組
合
事
業
班
事

業
推
進
係
長
）（
北
信
署
黒
姫
森
林
事
務
所
森

林
官
）�

坪
川　

直
子

▽�

林
野
庁
出
向
（
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
事
務

管
理
班
情
報
企
画
係
長
）（
総
務
部
総
務
課
秘

書
係
主
幹
（
総
務
担
当
愛
知
森
林
管
理
事
務

所
））�

山
下　
　

広

▽�
計
画
部
国
有
林
野
管
理
課
付
（
林
野
庁
国
有
林

野
部
業
務
課
付
）�

白
木　

淑
子

▽�

豊
邦
森
林
事
務
所
森
林
官
（
愛
知
森
林
管
理
事

務
所
）
併
任
（
田
口
森
林
事
務
所
上
席
森
林
官

（
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
））�

鈴
木　

健
二

▽�

総
務
部
総
務
課
秘
書
係
主
幹
（
総
務
担
当
愛

知
森
林
管
理
事
務
所
）（
森
林
整
備
部
販
売
課

企
画
係
主
幹
（
収
穫
担
当
愛
知
森
林
管
理
事
務

所
））�

門
原　

秀
人

▽�

森
林
整
備
部
販
売
課
企
画
係
主
幹
（
収
穫
担
当

愛
知
森
林
管
理
事
務
所
）（
計
画
部
国
有
林
野

管
理
課
企
画
係
主
幹
（
管
理
処
分
担
当
愛
知
森

林
管
理
事
務
所
））�

安
田　

智
宏

▽�

計
画
部
国
有
林
野
管
理
課
企
画
係
主
幹
（
管

理
処
分
担
当
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
）（
豊
邦

森
林
事
務
所
森
林
官
（
愛
知
森
林
管
理
事
務

所
））�

伊
藤　
　

淳

▽�

森
林
整
備
部
販
売
課
生
産
係
（
北
信
署
業
務
課

管
理
係
長
）�

志
水　

俊
幸

▽�

北
信
森
林
管
理
署
総
務
課
経
理
係
長
（
木
曽
署

総
務
課
経
理
係
長
）�

越　
　

秀
寿

▽�

北
信
森
林
管
理
署
業
務
課
管
理
係
長
（
北
信
署

水
内
森
林
事
務
所
森
林
官
）�

原
田　

光
基

▽�

北
信
森
林
管
理
署
水
内
森
林
事
務
所
森
林
官
併

任
（
北
信
署
野
沢
森
林
事
務
所
森
林
官
）

�

田
中　
　

学

▽�

北
信
森
林
管
理
署
黒
姫
森
林
事
務
所
森
林
官

（
中
信
署
業
務
課
土
木
係
長
）�

倉
石　

明
典

▽�

中
信
森
林
管
理
署
業
務
課
土
木
係
長
（
木
曽
署

業
務
第
二
課
土
木
係
長
）�

奥
原　
　

英

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
総
務
課
経
理
係
長
（
北
信
署

総
務
課
経
理
係
長
）�

神
島　

雄
治

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
土
木
係
長
（
南

信
署
業
務
第
二
課
土
木
係
長
）�

井
口　
　

剛

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
付
（
飛
騨
署
業

務
第
一
課
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）�

大
西　

沙
織

▽�

南
信
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
土
木
係
（
木
曽

署
南
木
曽
支
署
業
務
課
土
木
係
）�

菅
沼　

伸
行

人
 
の
 
う
 
ご
 き
 

安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
を

〜
白
川
村
議
会
が
治
山
事
業
な
ど
で
要
望
〜
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つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

二　

経
過

　

平
成
十
〜
十
六
年
ま
で
に
木
材
を
使
用
し
施

工
し
た
谷
止
工
、
護
岸
工
等
木
製
構
造
物
（
計

五
か
所
、
八
工
種
）
の
現
況
を
調
査
し
ま
し

た
。

　

調
査
方
法
は
、
定
性
的
な
方
法
（
目
視
、
触

診
、
打
診
）
と
、
定
量
的
な
方
法
（
ピ
ロ
デ
ィ

ン
を
用
い
た
打
込
抵
抗
法
）
を
用
い
、
両
調

査
結
果
を
総
合
的
に
判
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

三　

結
果
と
考
察

　

木
材
に
軽
度
の
腐
朽
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
構
造
物
の
機
能
上
特
に
問
題
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
水
に
浸
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

は
腐
朽
の
度
合
い
が
小
さ
い
こ
と
、
皮
付
き
丸

太
の
方
が
皮
剥
丸
太
に
比
べ
腐
朽
し
や
す
い
こ

と
、
定
性
的
調
査
の
結
果
と
定
量
的
調
査
の
結

果
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
等
が
分
か
り
ま

し
た
。

四　

ま
と
め

　

間
伐
材
を
は
じ
め
と
し
た
木
材
を
利
用
す
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
引
き
続
き
積

極
的
な
間
伐
材
等
の
利
用
と
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

我
が
造
林
班
の
現
場
は
、
長
野
県
木
曽
郡
南

木
曽
町
・
木
曽
川
左
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
内
の
多
く
は
風
化
花
崗
岩
で
形
成
さ
れ

て
お
り
非
常
に
崩
れ
や
す
く
、
雨
が
降
っ
た
次

の
日
は
崩
落
、
落
石
、
洗
掘
に
よ
っ
て
林
道
が

通
行
不
能
に
な
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
大
半
が
水
源
か
ん
養
保
安
林
・
土
砂

流
出
防
備
保
安
林
に
指
定
さ
れ
、
水
源
か
ん

養
・
山
地
災
害
防
止
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
施
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

班
員
は
五
名
（
臨
時
一
名
含
む
）
で
、
仕
事

は
速
く
丁
寧
で
、
森
林
官
の
指
示
の
も
と
林
道

維
持
修
繕
や
各
種
造
林
作
業
、
林
分
の
調
査
等

森
林
官
の
補
助
的
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
民
家
が
多
く
、
地
元
住
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
も
造
林
班
は
誇
り
を
持
っ
て

日
々
の
職
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

地
区
に
住
ん
で
い
る
者
同
士
と
い
う
事
も
あ
り

公
私
共
に
付
き
合
い
が
深
く
、
業
務
を
離
れ
て

も
森
林
官
を
含
め
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
楽

し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
国
有
林
で
働
く
者
と
し
て
責

任
感
や
誇
り
を
持
ち
、
怪
我
や
病
気
に
気
を
付

け
て
職
務
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

段戸弁天沢：施工後8年経過

打込抵抗法による調査

段戸裏谷：施工後9年経過

林道維持修繕を行う班員

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

〜
い
つ
も
笑
顔
で
楽
し
い
職
場
〜

　
［
木
曽
森
林
管
理
署　

南
木
曽
支
署

与
川
森
林
事
務
所
］

愛
知
所
に
お
け
る
木
材
を
利
用
し
た

治
山
構
造
物
に
つ
い
て

　
　
　

愛
知
所　

治
山
主
幹 　

萩
原　

伸
也

　
　
　
　

〃　
　

治
山
主
幹　

 
光
坂　

紀
治

「
平
成
十
九
年
度

　

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

　

  
優
秀
賞
受
賞
課
題
」
を
紹
介
３

一　

は
じ
め
に

　

愛
知
所
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
間
伐
の
促

進
と
間
伐
木
の
有
効
利
用
を
図
り
、
木
材
の
特

性
を
生
か
し
た
自
然
に
優
し
い
工
法
と
し
て
、

渓
間
工
で
の
木
材
利
用
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

木
製
治
山
構
造
物
を
設
置
し
始
め
て
十
年
程

度
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
木
材
の
腐
朽
状
態
に



（11）　平成 20年 8月 第 53号

 

［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
木
曽
谷
地
域
の
湿
性

ポ
ド
ソ
ル
土
壌
を
中
心
と
す
る
せ
き
悪
な
土

壌
地
帯
に
お
い
て
、
ヒ
ノ
キ
天
然
林
の
更
新

施
業
技
術
体
系
の
確
立
を
目
指
し
た
事
業
的
規

模
の
実
験
に
よ
り
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
生
産
目
標

と
す
る
施
業
体
系
を
確
立
す
る
目
的
で
、
昭
和

六
十
三
年
に
助
六
実
験
林
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

助
六
実
験
林
は
、
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
の

王
滝
国
有
林
に
位
置
し
、
面
積
は
約
九
十
二

㌶
、
標
高
は
約
一
、四
〇
〇
㍍
、
土
壌
型
は
湿

性
鉄
型
ポ
ド
ゾ
ル
、
林
齢
が
約
二
六
〇
年
の
木

曽
ヒ
ノ
キ
を
主
体
に
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
ネ
ズ
コ
が

そ
れ
ぞ
れ
二
割
程
度
混
交
し
た
針
葉
樹
林
で
、

下
層
に
は
チ
マ
キ
ザ
サ
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

　

実
験
の
内
容
は
、
同
村
の
三
浦
実
験
林
を
は

じ
め
と
す
る
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
施
業
実
験
の
成

果
を
基
本
と
し
て
設
計
し
、
伐
採
に
つ
い
て

は
、
三
浦
実
験
林
で
の
五
㌫
保
残
群
状
母
樹
法

の
結
果
か
ら
、
母
樹
法
を
用
い
る
と
風
倒
に
よ

る
母
樹
亡
失
の
危
険
が
高
い
た
め
、
風
が
強
い

助
六
実
験
林
に
お
い
て
は
漸
伐
法
を
用
い
、
伐

採
率
を
五
〇
か
ら
七
〇
㌫
と
し
て
予
備
伐
と
下

種
伐
を
同
時
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
三
浦
実
験
林
の
列
状
交
互
孔
伐
更
新
試
験

を
応
用
し
、
市
松
模
様
と
な
る
列
状
交
互
孔
状

伐
採
も
取
り
入
れ
、
平
成
三
年
か
ら
順
次
伐
採

し
ま
し
た
。

　

更
新
に
つ
い
て
は
、
チ
マ
キ
サ
サ
が
繁
茂
し

て
い
る
こ
と
か
ら
薬
剤
に
よ
る
サ
サ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
三
浦
実
験

林
よ
り
サ
サ
の
丈
や
繁
茂
の
度
合
い
も
少
な
い

こ
と
か
ら
テ
ト
ラ
ピ
オ
ン
粒
剤
を
用
い
サ
サ
を

抑
制
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
サ
サ
密
度
の

高
い
箇
所
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
サ
サ
を
刈
り

払
う
地
表
処
理
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
薬
剤

散
布
は
、
伐
採
時
に
ヒ
ノ
キ
稚
樹
の
発
生
・
定

着
が
容
易
と
な
る
よ
う
伐
採
の
数
年
前
に
事
前

に
散
布
し
、
伐
採
後
に
お
い
て
も
サ
サ
の
再
生

状
況
を
観
察
し
な
が
ら
、
抑
制
し
更
新
を
促
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
更
新
状
況
は
、
伐
採
後
十
五
年
以
上

経
過
し
た
漸
伐
法
で
二
〇
㌢
㍍
以
上
の
ヒ
ノ
キ

稚
樹
が
、㌶
当
た
り
四
万
本
を
超
え
、
一
㍍
程

度
の
サ
サ
丈
を
超
え
た
ヒ
ノ
キ
幼
樹
が
生
育
し

て
更
新
完
了
基
準
に
達
し
た
箇
所
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
少
な
い
箇
所
で
も
㌶
当
た
り
二
千

本
程
度
あ
り
、
二
〇
㌢
㍍
未
満
を
併
せ
れ
ば
十

分
に
更
新
に
必
要
な
ヒ
ノ
キ
稚
樹
が
存
在
し
て

い
ま
す
。

　

列
状
交
互
孔
状
伐
採
に
つ
い
て
は
、
伐
採
後

七
年
の
経
過
で
、
林
床
に
は
更
新
に
十
分
な

稚
樹
は
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
更
新
完
了
の
基

準
ま
で
生
育
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
伐
採
方
法
の
評
価
は
出
来
な
い
状
況
で
あ

り
、
今
後
に
つ
い
て
も
サ
サ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
更
新
を
促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
験
に
お
い
て
、
更
新
良
好
な
要
点
と
し
て

は
、
現
在
も
母
樹
か
ら
種
子
を
供
給
し
続
け
て

い
る
こ
と
や
、
伐
採
後
に
お
い
て
風
倒
に
よ
る

母
樹
の
減
少
が
適
度
な
光
環
境
を
つ
く
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
サ
サ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
適

切
で
あ
り
雨
滴
障
害
も
な
く
種
子
が
定
着
し
ヒ

ノ
キ
稚
樹
を
保
護
し
な
が
ら
共
存
出
来
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
助
六
実
験
林
で
は
、
三
浦
実
験

林
の
天
然
更
新
施
業
技
術
を
応
用
す
る
中
で
確

実
に
更
新
技
術
の
解
明
が
進
ん
で
お
り
、
ポ
ド

ゾ
ル
土
壌
地
帯
に
お
け
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
更
新

技
術
を
検
証
で
き
る
試
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
樹
齢
三
百
年
前
後
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
か

ら
す
れ
ば
未
だ
十
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
も
長
い
期
間
の
デ
ー
タ
蓄
積
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
所
在
地
…
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村

　

王
滝
国
有
林
二
一
五
六
に
林
小
班
外　

2626

助
六
実
験
林

助
六
実
験
林

漸伐法の保残木の状況

列状交互孔状伐採の状況

漸伐法の更新の状況
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霊
峰
・
剱
岳

 

［
富
山
署
］
富
山
県
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
ば
立

山
。
そ
の
立
山
連
峰
の
首
座
を
な
す
の
が
剱
岳

で
す
。
青
黒
く
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
岩
肌
、
鋭
く

切
れ
込
む
谷
。
そ
の
強
烈
な
山
容
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
美
し
い
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
見
せ
ま
す
。

　

剱
岳
は
、古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の
山
で
あ
り
、

「
人
間
登
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
わ
れ
、
前
人
未

踏
の
山
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
剱
岳
に
記
録
上

初
め
て
登
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
七
月
、
柴

崎
測
量
官
率
い
る
陸
地
測
量
部
の
一
行
で
、
そ

の
時
に
頂
上
で
錫
シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
ト
ウ

杖
頭
と
鉄
剣
が
発
見
さ
れ

す
で
に
修
験
者
が
登
頂
し
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
剱
岳
は
我
が
国
の
近
代
登
山
の
発

展
の
重
要
な
舞
台
と
な
り
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
ら

が
垂
直
の
壁
に
挑
む
憧
れ
の
山
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
登
山
口
に
建
つ
「
試
練
と
憧
れ
」
の
塔

が
そ
の
厳
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
剱
岳
山
頂
の
「
剱
嶽
社
」
は
半
世
紀

ぶ
り
に
建
て
替
え
ら
れ
、
八
月
七
日
に
正
遷
座

祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

登
山
基
地
・
馬
場
島

　

早
月
国
有
林
か
ら
流
れ
出
る
立
山
川
と
白
萩

川
の
合
流
地
点
に
馬
場
島
が
あ
り
剱
岳
の
登
山

口
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
仰
ぐ

剱
岳
は
ま
る
で
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
対
峙
し
圧

巻
で
す
。
四
季
折
々
に
変
化
す
る
剱
岳
や
早
月

川
の
清
流
な
ど
の
景
観
は
壮
大
で
美
し
く
、
一

帯
に
は
青
少
年
旅
行
村
や
馬
場
島
荘
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
多
く
の

人
々
が
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
馬
場
島
荘
に
は
、
早
月
国
有
林
の
治

山
事
業
を
紹
介
し
た
富
山
署
の
ジ
オ
ラ
マ
や
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

信
仰
が
息
づ
く
霊
場

　

大
岩
山
日
石
寺　
（
上
市
町
大
岩
）

　

日
石
寺
は
奈
良
朝
末
の
神
亀
二
年
（
七
二
五

年
）
に
、
高
僧
行
基
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
い

わ
れ
、
古
く
か
ら
真
言
密
教
の
総
本
山
と
し
て

栄
え
て
き
ま
し
た
。
本
尊
は
凝
灰
岩
の
一
枚
岩

に
、右
手
に「
降
魔
」の
剣
を
と
り
、左
手
に「
三

昧
」
の
羂け
ん
ざ
く策
を
持
つ
像
高
三
㍍
余
の
不
動
明
王

座
像
を
中
心
に
四
体
の
像
が
半
肉
彫
り
で
彫
ら

れ
た
磨
崖
仏
（
国
指
定
重
文
）
で
、
中
部
地
方

に
お
け
る
最
高
傑
作
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

眼
目
山
立
山
寺　
（
上
市
町
眼
目
）   

  

立
山
寺
は
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
の
二
祖
峨

山
禅
師
の
高
弟
・
大
徹
宗
令
禅
師
が
建
徳
元
年

（
一
三
七
〇
年
）
に
開
創
し
た
古
刹
で
、
越
中

大
本
山
と
し
て
多
く
の
修
行
僧
が
座
禅
道
場
と

し
て
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
山
門
に
連
な

る
長
い
参
道
に
は
、
杉
並
木
に
続
い
て
、
天
正

年
間
に
能
登
か
ら
苗
木
を
取
り
寄
せ
植
え
た
と

さ
れ
る
樹
齢
約
四
〇
〇
年
、
幹
廻
り
三
㍍
の
栂

並
木
（
県
指
定
天
然
記
念
物
）
が
一
〇
〇
㍍
ほ

ど
立
ち
並
び
、長
い
歴
史
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

  

周
辺
は
、
哲
学
の
道
と
し
て
遊
歩
道
も
整
備

さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

自
動
車
で  

　

北
陸
自
動
車
道
立
山
イ
ン
タ
ー
か
ら

　

馬
場
島
ま
で　
　
　

約
五
十
分

　

大
岩
山
日
石
寺
ま
で
約
十
五
分

　

眼
目
山
立
山
寺
ま
で
約
二
十
五
分

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

９
月
６
・
20
日　

木
曽
署
管
内

　

９
月
27
日　

飛
騨
署
管
内

◎
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
現
地
視
察

　

９
月
27
日　

北
信
署
管
内

◎
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢

　

９
月
27
日　

木
曽
署
管
内

馬場島から仰ぐ剱岳

立山寺の栂並木 日石寺の磨崖仏


